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一般社団法人　沖縄県私立保育園連盟　第７０回定期総会について

〇令和 7 年度第 70 回定期総会が、5 月 20 日〜 21 日にかけてリザンシーパークホテルにて開催されました。参加
者 90 名、委任状 71 名、合計 161 名（会員数 184 名）となり、過半数に達したことから総会は正式に成立いたしま
した。
　今年度も総会に先立ち、行政説明が行われました。沖縄県こども未来部子育て支援課課長の仲里直也氏より「沖縄
県の保育現状に関する取組」と題して以下の 7 項目についてご説明がありました。

「沖縄県の保育行政に関する取組」
1. 待機児童の状況（推移）
2. 待機児童解消に向けた取組（保育士確保等）
3. こども誰でも通園制度について
4. 新たな加算について（1 歳児配置改善加算 5：1 など）
5. 事務手続きの簡素化（処遇改善Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの一本化等）
6. 5 歳児健康診査について
7. 令和 6 年度指導監査における主な指摘事項

　続いて、沖縄県保健医療介護部健康長寿課管理栄養士の木村好氏より「保育園等での栄養士・管理栄養士について」
と題し、子どもの状態に応じた食事の提供において配慮すべき点や、食事の提供と食育を一体的に進める取り組みに
ついてのお話をいただきました。
　その後、総会は議事次第に沿って進行し、第 1 号議案から第 5 号議案までが説明・報告されたのち、拍手により承
認されました。
　第 6 号議案「定款の一部変更」については、定款第 18 条 2 項により決議を行いました。前もって総会に参加でき
ない会員には電磁的方法による議決権の行使を電子投票で行い、総会参加の会員は正会員のみ直接投票を行いまし
た。投票の結果、委任状 19、事前投票の議決権行使承認 49、不承認 2、直接投票の承認 59、不承認 23。合計 
承認 127 票。不承認 25 票、無効 5 票。総会員の議決権の 3 分の 2 以上の「承認」が得られ、第 6 号議案定款変
更については承認されました。

　総会 2 日目は、「女性を元気にする会」主宰のゴージャス理枝さんを講師に迎え、「食糧支援で繋がる困窮世帯！負
の連鎖を断ち切り一歩前進！！！」と題してご講演いただきました。
講演では、ご自身のこれまでの人生を振り返りながら、シングルマザーとして 2 人の子どもを育てながら社会で活躍し
てきた経験、オーストラリア留学や会社の取締役としての改革、そして 2008 年のビューティーサロン「ゴージャス」
をオープン、2015 年に「女性を元気にする会」を設立した経緯などについて、熱意をもってお話しされました。

　「女性を元気にする会」は、女性の自立支援と、困窮世帯の支援を目的に以下のような取り組みを行っています。
● 児童養護施設・母子施設での美容提供活動
● フードトラックでの食糧提供
● 「ゴージャスサンタ」による施設や家庭へのプレゼント配布　活動を通じ、支援を受けた女性たちの心の変化を目の
当たりにし、支援の輪をさらに広げたいという思いが強まったとのことでした。
　とくに印象的だったのは、SNS を通じて届くお母さんたちからの生々しい SOS の声です。

（一部省略）

・消費者金融から夫が借金、大人が食べるものがなくてもかまわないから子どもの分だけ欲
しい。

・性的被害にあいました。助けてください。
・家の中で DV にあっています。
・市役所で援助を打ち切られました。生活できません。
・住所がないから家が借りられない。

上原 東 会長

仲里 直也 氏

木村 好 氏

ゴージャス理枝 氏
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・つらい、死にたい。
・お母さんの彼氏に叩かれた。
・お母さんが帰ってこない。
・夫と離婚裁判中、住所が同じなため補助金は全て夫に入り使えるお金がない。
・旦那さんが精神疾患とヘルニアのため動けず働けない、お母さんがダブルワークしている。
・ネグレクト、ヤングケアラ―もたくさんいる。
・お母さんは新しい彼氏の元へ、子ども達だけで生活。子どもたちは非行に走り、アルバイトをしても稼げないので

夜の世界へ。風俗で働いている。
・高校生で一家の大黒柱となり働いている、せめて高校は卒業したいがバス代がないから高校に行けない、など。

　こうした現実に対し、2020 年からは月 40 〜 50 世帯へ個別に食糧支援を実施。さらに、女性が安心して相談でき
るサロン型の場所の開設や、行政との連携によるショートステイ用住居「ソラーナ」の開設など、支援の幅を広げてい
ます。
　最後に、理枝さんからいただいた力強いメッセージをご紹介します。

「貧困という敵を倒すために、できる人はできることをやる」
「こどもたちと向き合い、時には手を差し出し、平和のバトンを渡そう」
「誰でも生きやすい世の中に」
　多くの学びと感動をいただいた貴重な講演でした。（広報部）

の風景の風景夏夏

たけるがうごく ゆっくりうごく
ふたりはじーっと動かない

ふたりの頭はもうたけるでいっぱい

静かに・・死んだバッタにアリが集まる
みんな見ている　バッタの体　アリの動き
何かが始まって　何かが終わった
ただ静かに見つめている
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園長交代  退任の園長先生ご苦労様でした。

ブロック名 園　名 新園長 前園長
北　部 か ん な 保 育 園 新里 初枝（ハツエ） 新 里 　 政

中部北 胡 屋 保 育 園 我 謝　 さ よ り 我 謝　 孟 親

中部北 室 川 夜 間 保 育 園 玉 城　 中（ ア タ ル ） 志 多 伯　 洋 子

中部北 認定こども園めぐみ野保育園 新垣　幸子（サチコ） 新 垣　 美 恵 子

中部北 ふくよか彩橋認定こども園 謝 花　 千 佳（ チ カ ） 大 庭　 洋 子

中部南 赤 道 あ お ぞ ら 保 育 園 谷畑　友紀（ユウキ） 谷 畑　 末 子

中部南 柿 の 実 保 育 園 上原　郷詩（サトシ） 石 川 　 慧

那　覇 向 陽 保 育 園 徳元　千鶴子（チヅコ） 親 泊　 タ ミ エ

那　覇 た ば る 愛 児 こ ど も 園 上原　雄斗（ユウト） 上 原　 廣 子

那　覇 エ ミ ー ル 保 育 園 山城　由美子（ユミコ） 嶺 井　 み ち 子

南　部 馬 天 保 育 園 當 山　 梓（ ア ズ サ ） 大 城　 朝 作

先　島 海 邦 保 育 園 池 田 さ つ き 高 木 　 健

　社会福祉法人馬天福祉会は、馬天保育園（平成１７年開園）と船越認定こども園（平成２３年開園・
平成３０年認定こども園化）、愛地友遊保育園（平成２９年開園）の３園を運営しています。教育・保育
理念に「豊かな経験を通して、生きる力を育みます。」を掲げ、職員一丸となって頑張っています。私自
身はこれまで馬天保育園で２０年間携わってきた中で、今年の４月より船越認定こども園に就任致しま
した。これからも職員一人一人を大事にし、「人を育てる」職場作りを目指し、頑張っていきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

　当園は、はじめに「さくらんぼ保育園」として地域に誕生し、その後、法人設立に伴い、「童の城
保育園（分園）」として保育を継続。そして平成２８年、新たに「報徳保育園」として開園しました。
　開園から５０年間「子ども一人ひとり丁寧に関わる」ことを保育の柱としています。日々の生活や遊
びの中で育まれる人との関わりを重視し、地域行事への参加や近隣住民との交流を通して、地域と
共に子どもを育てる環境づくりに取り組んでいます。また、写真や動画を活用した家庭との密な連携
や、職員間の対話を大切にしてチーム保育など、保護者・保育者・地域が一体となった丁寧で温かな
保育を行うことを目標にしています。

社会福祉法人　馬天福祉会

船越認定こども園
園長　大城 朝作
所在地：〒 901-0618 沖縄県南城市

玉城字船越 939 番地 2
設立日：2011 年４月１日

社会福祉法人　報徳福祉会

報徳保育園
園長　立津 笑佳
所在地：〒 903-0804 沖縄県首里

石嶺町１丁目５３番地の２
設立日：2016 年１月１日

新規加入園紹介
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　小松空港から２時間半バスに揺られる中、高くそびえる山々に圧倒され山頂にかすかに残る雪景色が美しく、凛と
した杉の木に穏やかな川の流れ、癒しの時間の先に飛び込んできた飛騨高山町並みは、まるで江戸時代の城下町
をタイムスリップしたかのような情緒豊かな町並みに心躍り、愛嬌いっぱいの郷土玩具「さるぽぽ」が迎えてくれた。

　飛騨高山は、日本の真ん中に位置し、「ホイク・ド・ターケ・マルケ」の大会テーマのもと第６７回全国私立保育
研究大会 ( 飛騨高山大会 ) が、６月１１日～１３日開催された。「ホイク・ド・ターケ・マルケ」とは、岐阜言葉で「い
つも子どもたちのことで頭がいっぱいの仲間たちが集まる」という意味が込められているそうだ。全国からなんと
１８００人の「保育ドターケ」が集い、スタッフの手厚い歓迎、笑顔いっぱいのおもてなしの心に胸が高まった。

　初日、「ホイク・ド・ターケ・サミット」と題してこれまで日本保育界を牽引し名高い無藤隆先生・汐見稔幸先生・
秋田喜代美先生のご三方のシンポジウムは、90 分では到底語り尽くせないが、凝縮された言葉ひとつひとつに深
みがあり頷ける。最後に「保育関係者へのメッセージ」で秋田先生「私達は、未来を共に創り希望を創っていく仲
間です。わくわくしながら新しい出会いを作っていきましょう。」汐見先生「少子化は、避けられない。保育園とい
う発想をやめて地域にどんな課題があるのか ? どんな地域を創っていきたいのか ? 人間はひとりでは生きていけな
い。みんなが元気にならないと「地域元気センター」「子ども食堂をやっている」みたいな、発想を大胆に殻を破っ
ていく、ここで生まれて育って良かったと思う、そういう社会を目指して、地域のいろんな人とつながっていくこと」
無藤先生「AI の発展、いろんな仕事が消えて置き換えられていく。保育というのは、人と人との出会いであり、
大人と子どもの息づかい肌感覚で、まわりにある土、積み木…触っていく。それは大事で癒されていく感性の世界、
それが大事と思う感覚を世の中の人に伝えていく、そこから始めよう」ご三方の提言が深く心に刻まれるシンポジ
ウムとなった。

　２日目は、いよいよ２４分科会に分かれ研究討議が行われた。沖縄県代表発表園としてかりゆし諸見保育園 ( 沖縄
市 ) さんが、子どもの育ちを共有する情報発信のアイデアとその効果を考える。という第７分科会テーマのもと、「子
どもの育ちを共有するポートフォリオの振り返り～保護者への聞き取り調査・グループインタビューを通して～とい
うテーマで堂々とした研究発表を行った。冒頭の園紹介で地域の特色、沖縄エイサー大会、園児の見事なエイサー
演舞が映し出され、沖縄の伝統文化の素晴らしさを全国の研究発表の場で共有できるのも全国大会ならではだ。
沖縄からの大応援団が固唾を飲んで見守る中、子どもの育ちを共有するツールとしてポートフォリオの実践過程や、
保護者への聞き取り調査・グループインタビューの分析を通して、保護者にポートフォリオの意義を明確にする事
で主体的な保育参加につながり意識の変化がみられたといった素晴らしい実践研究報告だった。会場からの質疑も
多く ( 特に沖縄応援団 ) 活発な分科会となった。

　いよいよ最終日、記念講演では東京藝術大学学長の日比野克彦氏による『ひとり橋の上に立ってから、だれかと
船で繰り出すまで』興味深い演題で、幼少期の原体験が今の日比野先生ご自身を表現活動の核になっているとい
う数々のエピソードに惹き付けられた。
　降園バスを乗り間違え、誰もいない橋の上に一人立ってから、初めて人間は「孤独なんだ」と孤独を感じた幼少
期、そこから繰り広げられていく最初の誰かは「母親」で、母親との作品のコラボレーションや幼児期に自分の好
きな色に出会う ( 赤 ) 無意識な時間、楽しかった遊びの中で五感は育まれていく…幼児期の感覚 ( 絶対色感 ) や低
学年恩師との肯定的に体験と地域が繋がっていく劇遊びのエピソード等、温かな教育者とのつながり絆が今の創作
活動に深く影響を受けているといった教育者の肯定的な関わりの大切さが心に響いた講演となった。

　閉会式では、舞台上に飛騨高山スタッフ一同が勢ぞろいし、大会に向け
て準備に取り組んでいった様子や生き生きと学び合う大会での保育関係者
の姿が映画ワンシーンのように映し出され、まごころのおもてなしと、大
会への情熱に涙そうそう…感動いっぱいのフィナーレとなった。最後に会
場と心ひとつに唱えた言葉は、
　「ホイク・ド・ターケ・マルケ !」

第６７回 全国私立保育研究大会 ( 飛騨高山大会 ) 研修報告

令和 7 年 6 月 30 日
研修部長 當間美千代
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沖 縄 女 子 短 期 大 学との 連 絡 会
　2025年3月5日（水）沖縄女子短期大学と沖私保連・日保協との2024年度私保連・日保協意見交換会を行いました。
沖縄女子短期大学会議室での開催となり、私保連からはウィンフィールドひろみ・田仲雄二副会長、総務・予対・研修
部長の計 5 名、日保協からは幸田すがよ支部長、副支部長・副総務部員の計３名、沖縄女子短期大学からは渡久地
啓教学部長をはじめ、新垣さき学科長、平田美紀教授、赤嶺絵吏子講師、羽地知香講師、前里めぐみ教学課長、富
村寿也入試広報課事務職員、津波古吟枝教学課主任が参加されました。
連絡会の主な内容として・・① 2023 年度卒業生就職状況等について　② 2024 年度本学の就職支援について
③ 2024 年度保育現場の状況等についてとなっており、沖縄女子短側からのお話しとして

① 2023 年度卒業生就職状況等について
　卒業生数 2023 年度初等教育コース 49 名、心理教育・福祉教育コース 155 名。卒業生の内、保育士資格取得
者数 146 名、沖縄県内 117 名、沖縄県外 9 名とほとんどが県内で就職している状況となっている。その内の 43％
が認可保育園、26％が認定こども園で採用されており、就職者の約 7 割が保育園・認定こども園で保育士・保育教
諭として採用されている。進路決定は 3 園以上見学する学生が過半数で、親族の紹介や出身園、実習先等であること、
人間関係が良いこと・自分のやりたい仕事ができるなどを最も重視しているなど資料を用いて丁寧な説明がありました。

② 2024 年度本学の就職支援について
1 求人票公開について

・就職情報コーナーの充実 ・外部接続可能の求人閲覧サイト（学内求人一覧）
学内求人票やイベント類を PC やスマホで学生がいつでも閲覧できるようにしている
2 学内説明会

・1 階エントランスホールのブースで就職説明会（2024.10 月～ 2024.12 月）
お昼休み時間を利用し、1 日 1 法人開催 43 法人参加
3 学外合同説明会

⑴ 沖縄県保育所・保育士総合支援センター主催
・合同説明会 10/5、10/19、10/22、11/9 延べ 92 名参加
・離島見学ツアー 石垣（3名参加）宮古島（3名参加）伊江島（4名参加）久米島（4名参加）
・伊平屋島（1名参加）
⑵ その他各市町村の合同企業説明会へ参加

4 キャリアセミナー 対面・オンラインで開催
「輝く未来へつづく道～保育士の仕事って素敵～」、「先輩に学ぶ～就職活動ってどうやったの～」、「求人票の見方と
働き方のルール」、「働く園（施設）の選び方と履歴書を書く時の注意点」等

5 就職相談
・個別の相談支援及び求人情報の提供など

6 課外活動
・YONABARU クリスマスイルミネーション・リザンシーパークホテル谷茶ベイ見学ツアー等

③ 2024 年度保育現場の状況等について
・保育士不足が深刻で、色々な工夫をしながら各園が保育士育てに繋がる活動を地域で行っている。
・養成校と市町村・園・小・中・高が繋がる色々な活動を行いたいので、積極的に協力をしてほしい。
・保育現場の大変さは理解しているが、保育実習の受入れを各園積極的に行ってほしい。
・実習生へ言葉がけを行ってほしい。
・実習担当の保育士から実習生への日誌の返却をできるだけ早くお願いしたい。

　今回も限られた時間の中で活発に意見を交換する事ができた。養成校、私保連、日保協共に連携を図りながら学生
の皆さんを保育士として大切に育てていこうという思いを共有し連絡会を終えました。
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○ 4 歳児
子　「何かやってもらったら「てんちゅう」っていうんだよ」

保育士「てんちゅう？」“Thank You”のことだと笑った

○お客さんが保育園に入ってくるのを見つけ 2 歳の S くんは嬉しそうにコップの中の小石を見
せながら「ボクのたからものだよ」と言っていたそうだ。その感性が素敵。

○ 3 歳児
ある日、食事を終えてお着替えをしていたＨさん。 ふと見るとまだお顔にご飯粒がついていた
ので、声をかけました。「まだお顔にご飯がついているから、もう一度おしぼりで拭いてね」
と伝えると丁寧に拭き直してくれました。 そしてそのあとに「完璧～！！」その言葉のセンスと
満足げなドヤ顔に思わず笑ってしまいました。 子どもたちの何気ない一言や表情に日々ほっこ
りさせられています。

○調理場に本日の献立メニューを聞きにきた A ちゃん。
調理員「今日は、煮込みハンバーグで～す」
A ちゃん「にこり（笑？）ハンバーグ？」

○３歳らしいマウント
・久しぶりにお迎えに来たお父さんが「S ちゃん、自分で水筒持って」
S ちゃん「だいじょうぶ、だいじょうぶ」

○ 3 歳児
（青虫を見せたい）「見えないかなぁ。 擬態化してるのかなぁ？」
そんな言葉まで知ってるなんてびっくり！！

○ 3 歳児
「平和ってどんなこと？」ってみんなに聞いたら３歳男児が
「君が生まれたこと」と一人が言ったら他の３歳児が
「みんなが生まれたこと」って言っていました。

今年は県内三会場で私保連まつりを行います。
ぜひご参加ください。
★中部南・那覇・南部ブロック開催
　11/1（土）　シャボン玉石けん くくる糸満
★先島ブロック
　11/8（土）　宮古島中央公民館
★北部・中部北ブロック開催
　11/15（土）　石川会館
☆三会場 共通 記念講演 伊良皆善子氏
　『伊良皆善子童謡の世界』

第20回

私保連まつりのお知らせ

てん
ちゅう
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「もう困らない！教育・保育・給付制度の手引き～配置基準から加算の内容まで～」
網干達也・本岡伸朗 / 著（三木市教育委員会） 出版社：ぎょうせい　2,970円（税込）

＜教育・保育給付制度＞は複雑難解な制度。「とにかくわかりやすくて助かった！」
全国市町村＆施設から評判を呼んだ三木市教育委員会による解説テキストをさら
に深掘りして書籍化しました。◆三木市教育委員会が HP に公開した制度解説
YouTube 動画とテキストをもとに再構成。◆他自治体＆施設から三木市に寄せら
れた質問から特に重要＆厳選の問答集も収録。「こんなときは？」「どんな解釈か？」
の参考になります。◆巻頭で制度の全体像や１年の業務の流れをわかりやすいビジュ
アルで図解。初任者も必携の１冊です。（ぎょうせいオンラインショップ HPより）

「はじめての胃もたれ」
白央篤司（著）出版社：太田出版　1,980円（税込）

　「あなたの胃は、もう昔のあなたの胃ではないのですよ」 そう気づかせてくれた
のは、牛カルビだった。もうすぐ 50 歳。調子にのって食べすぎると胃がもたれる。
お腹いっぱいが苦しい。量は変わらないのに、ぜんぜん痩せない……老いを痛感す
ることが増える日々。人生の折り返し地点を迎えて、いままでのようにいかないこと
がどんどん増えていく。 でも厚揚げやみょうが、大根おろしみたいに、若い頃には
わからなかったおいしさを理解することだって同じくらいあるはず！ いまこそ自身
を見つめ直して「更新」してみませんか？（太田出版 HPより）

「アメリカ・イン・ジャパン」
吉見俊哉 / 著 岩波書店　1,166円（税抜）

　1854 年、日本人に映る世界の見え方は 180 度転換した。アメリカ人はこ
れを「ペリー提督の遠征」というが、私たちは「黒船来航」と呼んだ。同様に
1945 年の米軍が行った空爆を、日本人は「空襲」と呼ぶ。さまざまな出来事
や事象を、日本、アメリカそれぞれのまなざしの下にとらえ「日本の中のアメリカ」
に迫る（岩波書店 HP より）

「事故・ケガで我が子を死なせないために ～子どもを全力で守る本～」
中井宏・岡真裕美 / 編著 出版社：いそっぷ社　1,650円（税込）

「now loading」
阿部大樹/著 出版社：作品社　2,200円（税込）

　著者の一人、岡真裕美さんの夫は、川で溺れた子どもを救おうとして亡くなりまし
た。市民の憩いの場となっていた場所で起きたこの事故をきっかけに、岡さんは「ど
んな事故が子どもに起きているのか。どうすれば防げるのか。子どもの事故予防の
本を作りたい !」という思いにかき立てられます。大阪大学で安全行動学を学び、ク
ラウドファンディングで本を出すための資金を集め、4 年の歳月をかけて作り上げた
のが本書です。（いそっぷ社 HP）

◎注目の著者による育児日記
　はじめて言葉を話した日からはじめて嘘をついた日までの記録 精神科医で、
翻訳家で、一人の親。進んで止まってまた進む、こどもと過ごす日々 「保育参観
のとき親は見つからないように変装をする。眉毛まで隠すこと、声を出さないこ
とがコツだという。こう真面目に変装について考えることが今後あるかどうか。」

（作品社 HP より）

本本
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11月月

22月月

33月月

44月月

　９日（木）沖私保連新年会、理事会
２４日（金）私保連だより155号発行
２７日（月）緊急三役会
２８日（火）会計指導
２９日（水）法定調書（北那覇税務署）

　１日（土）県保育研究大会
　３日（月）全国研修部長会議（～４日迄）
　４日（火）事業部役員会
　６日（木）三役会・事業部会
１２日（水）保協・県との意見交換
１４日（金）第12回理事会
１５日（土）文化事業「応援ソングの森」
２１日（金）広報部会
２５日（火）保育協議会
２６日（水）会計指導
２８日（金）全保協協議会

　４日（火）九州私保連代表者会議
　５日（水）沖女連絡会
１１日（火）第13回理事会
１３日（木）県こども子育て会議
１４日（金）会計指導
２５日（木）会計指導
２７日（木）はしか０プロジェクト

　４日（金）三役会
　８日（火）第１回理事会
１０日（木）会計指導
１１日（金）青年会議
１５日（火）九州私保連代表者会議
２１日（月）監事監査・九州三団体委員会
２４日（木）全国事務局長会議

55月月

66月月

77月月

　４日（金）三役会
　８日（火）第５回理事会
１４日（月）研修部会・事業部会
１６日（水）九保三団体前日準備
１７日（木）第９回九州保育三団体研究大会（沖縄）

（～１８日迄）
２５日（金）広報部会

私保連だより156号発送作業

　８日（木）三役会
１２日（月）研修部会
１３日（火）第２回理事会、なはーと見学
１９日（月）監事監査、九州三団体委員会
２０日（火）第70回定期総会・第３回理事会
２１日（水）　　　〃
２２日（木）全国事務局長会議
２３日（金）広報部会
２９日（木）研修部打ち合わせ
３０日（金）会計指導

　５日（木）三役会・キリ短連絡会
１０日（火）第67回全国飛騨高山大会（～ 15日迄）
１７日（火）第４回理事会
１９日（木）第１回予対会議（東京）・会計指導
２４日（火）保協①
２５日（水）第68回代表者会議・九私保連
２６日（木）第63回全私保連連絡会
２７日（金）広報部会
２８日（土）研修部会研修

原稿募集中！！原稿募集中！！
広報部では私保連だよりに掲載する原稿を随時募集しています。
〇保育士の声　〇コロナ禍の中で　〇我が園の逸品　〇子どものつぶやき　〇保育にまつわる俳句・川柳
〇季節毎の子ども達の素敵な写真　〇おすすめ本・絵本　など
私保連事務局へメールでお送りください。【 hoiku@okishihoren.jp 】多くの保育園からの寄稿お待ちしています！

2025年
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編集後記

○私保連だよりの作成がスタート！校正作業を進める
中で、部員の先生方との語らいの時間はとても有意
義で、「無事に期日までに発行できるだろうか」とい
う不安よりも、「頑張って！」と背中を押していただけ
るような、温かいひとときと
なりました。趣味で作ってい
る Raw Sweets も、毎回「美
味しい！」と喜んでいただける
ことが大きな励みになってい
ます。今号も内容は盛りだく
さん。ぜひ感想をお寄せくだ
さい。（理子）

○久しぶりに部会に参加しました。校正作業をしな
がら毎回こどものつぶやきにほっこりしています。ひ
ろみ先生の楽しいお話を聞きながらいただく美味し
いスイーツは格別でした。（まりあん）

○夏の風景では、こどもたちの笑顔あふれる写真に
心がほっこりしました。こどものつぶやきはやっぱり

面白いですね。（ロースイーツに舌鼓）

○部長手作りのケーキと美味しいコーヒーを頂きな
がら編集作業を行いました。先生方との話も楽しく、
素敵な時間を過ごす事ができました。（パンダとライ
オンどっちが重い？！）

○夏ならではの写真を選びながら園での子どもの姿
にはその時、その時の感動体験や思いがいっぱい詰
まっているなぁと感じた。言葉にならない言葉が見
えてくるようで写真で記録として残すことを楽しみた
い。（みや）

○２月から駆け抜けてきた時間を経てきた感がありま
した。梅雨も６２年ぶりに遅く入ったかと思いきや２
週間もしないうちに梅雨あけてあっという間に真夏
になっています。毎年、夏が長くなってきているそ
うなので涼をとれるように色んな工夫ができるとい
いですね～！（Ｈ・Ｗ）

https//hikosen.co.jp

私たちは「観光」と「交流」で地域社会に貢献します。

本社：那覇市松尾1-2-3

営業本部  販売部：那覇市金城1-12-17
☎（098）857-2222

Rawリンゴのシブースト

今月の部会のおやつ今月の部会のおやつ
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ひかりのくに株式会社 沖縄営業所
TEL.098-889-4339  FAX.098-889-1808
　　okinawa@hikarinokuni.co.jp

取扱：幼児の月刊絵本・教材・楽器・積木
　　　園児服・什器・備品・園庭遊具  他

保育園厨房機器・厨房用品全般
食器洗浄機・食器消毒保管庫等

(株)盛厨房設備
　リサイクル厨房館

〒901-2122 浦添市勢理客2-15-1
TEL：（098）878-3182  FAX：（098）874-2405

AIG AIG損保

AIG損害保険株式会社

園児総合
保障制度

キッズガード
　　　（商品名：こども総合保険）

　健やかなお子様の成長のために…
☆その他、施設長・職員の皆さまへの
  福利厚生の保険も扱っています。
お問い合わせは下記連絡先までどうぞ。

引受保険会社

沖縄支店： 〒900-0006　那覇市おもろまち1-1-12
那覇新都心センタービル 6F
TEL：098-862-2174　FAX：098-866-7840

保育園・幼稚園向けICTサービス

あなたの「いいね！」を目指して

Okinawa Infomation System Co.,Ltd.

正規代理店



無制限の動画や写真を通して、園と保護者の絆を深める連絡アプリ

有限会社ゼンポ TEL 03-3865-3881
FAX 03-3865-2806

公益社団法人全国私立保育連盟指定／東京海上日動火災保険株式会社代理店

連絡先

「きっずノート」は長く使い続けていただけるよう

全国私立保育連盟推奨（総代理店）

〒111-0051 東京都台東区蔵前4-11-10全国保育会館4階

23TC-007160　2024年2月作成

5,500円（税込）のみ
月
額

TEL03-3865-3886ご相談・ご質問はお気軽に
きっずノートサポートセンター

無料体験実施中！ お申し込みは
コチラ

初期費用0円・追加料金一切なし
すべての機能使い放題

有限会社ゼンポ
TEL：03-3865-3881
FAX：03-3865-2806

東京海上日動火災保険株式会社
担当課支社：公務二部 文教公務室   TEL：03-3515-4134

このご案内は施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険・学校契約団体傷害保険特約付帯傷害保険・会社役員賠償責任保険・レピュテーション費用保険（レピュテーション費用特約条項付 費用・利益保険）・雇用関連賠償責任保険の
概要・団体総合生活保険（傷害保険）の概要についてご紹介したものであり、全ての事項を記載しているものではありません。保険の内容は各保険制度のパンフレットをご覧ください。また、ご加入にあたっては、必ず
「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は契約者である公益社団法人全国私立保育連盟にお渡しする保険約款によりますが、ご不明点がありましたら、取扱代理店または保険会社までお問い合わせください。

引受
保険会社

取　扱
代  理  店

全私保連推奨   各種団体保険制度
有限会社ゼンポ

ほいくのほけん・こどもえんのほけん
保育施設向け 4月1日～1年間（中途加入可能）

やくいんのほけん
社会福祉法人向け  8月1日～1年間（中途加入可能）

Web
加入
可能

Web
加入
可能

えんじのほけん
在園児向け商品  4月1日～自動更新（中途加入可能）

しょうがくせいのほけん
卒園児向け商品  4月1日～自動更新（中途加入可能）

Web
加入
可能

Web
加入
可能

「園賠償責任保険」「園児団体傷害保険（学校契約団体傷害保険）」
「職員団体傷害保険（総合生活保険）」など、保育施設における最大
リスクを補償する１番の主力保険制度です。

社会福祉法人の役員の業務遂行に関する賠償リスクやマスコミ対応費
用等のレピュテーションリスクに加えて、雇用関連トラブルによる法人
への賠償リスクもオプション付帯可能な保険制度です。

「園内外問わず24時間お子さまをお守りする傷害保険」「扶養者に万が一
の場合の育英費用補償」など手厚い補償内容に加え、一般的な保険商品
と比較して約65％の割引となっているため非常に割安な保険制度です。

24時間のおケガ等からお守りすることに加え、学校からの貸出タブレットを
含め個人賠償責任保険など卒園後のリスクを補償します。本商品も一般的な
保険商品と比較して約30％の割引となっているため割安な保険制度です。
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